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新型コロナウイルス感染症対策 

１．大会当日の対策 

(1)開催に関する周知徹底事項 

【今大会における入場制限数】 

選手・ベンチスタッフを除き選手 1 名あたり 2 名とする。（未就学児は含めない） 

※選手所属の小学生チーム指導者は入場可。 

  ※できるだけ多くの方に応援していただきたいのですが、男子会場のキャパシティの関係上、上記

の扱いとさせていただきます。 

①参加者、観客は当日朝、前１週間の健康状況や当日朝体温等をチーム代表者まで報告し、報告を受

けたチーム代表者はその内容を別紙２ 「参加にあたってのチェックシート_団体参加用」に記載

し受付に提出すること。（途中参加の方含む）なお、大会役員・小学生チーム指導者については、

別紙３ 「参加にあたってのチェックシート_個人参加用」を利用すること。 

②選手および関係者（応援等の保護者も含む）・参加者が以下の事項に該当する場合は、参加の見合

わせを求めること 

➢ 体調がよくない場合（例:発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合） 

➢ 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

③選手が移動の際に「相乗り」する場合、マスク着用の上「換気」に留意すること。 

④マスクを持参・着用すること 

⑤こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること 

⑥他の参加者、主催者スタッフ等との距離（できるだけ１ｍ以上）を確保すること（障がい者の誘導

や介助を行う場合を除く） 

⑦大きな声で会話、応援等をしないこと（鳴り物使用での応援はボールデッドの際のみ可）また、観

戦の際、ソーシャルディスタンスは確保すること。 

⑧食事の際は、「ソーシャルディスタンス確保」「会話しない」ことを徹底する。 

⑨感染防止のために主催者が決めたその他の措置の遵守、主催者の指示に従うこと。従っていただ

けない場合、主催者側から退出を求める場合があること 

⑩大会終了後７日間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、濃厚接触者の有無等を速

やかに監督等チーム代表に報告し、連絡を受けたチーム代表は、速やかに下記アドレスまで報告

すること。 

（連絡先：ikuseitoyama●gmail.com）強化・指導普及委員長 山口[●を＠に変えて送信]   

(2)競技に関する周知徹底事項 

①競技中のマスク着用については、選手および保護者の判断に委ねること。 

②空気の流れを常時作るため、外に繋がる扉を開放し、場合によっては大型扇風機も運転する。寒い

ため、あらかじめ選手および観客（保護者）に周知し、控え選手等にはウインドブレーカー等防寒

着の着用を促すこと。 

③手指消毒が徹底されていることが前提で、選手間等での身体的接触は行ってもよい。 

④手指消毒が徹底されていることが前提で、以下３点の取扱いは取りやめる。 

・シューズの底は触らない。（触らせない） 

・シューズ底を除菌液含有の雑巾等で定期的に消毒させる。 

・定期的なボールの消毒（除菌）は必ず実施する。 

⑥プレー中、ハンドタオルを携帯させ汗を拭かせ、汗がボールにつくことを抑制する。 

⑦リベロジャケットの使い回しやタオルの共有は行わない。 

⑧給水のためのスクイズボトルや水筒は必ず個人で準備して使用する。 

⑨給水前等の手指の消毒を徹底する。（消毒液はチームにて準備する） 

⑩ベンチ、アップゾーンにおいてもマスク着用とソーシャルディスタンスを確保する。マスク着用

をしていれば、選手のベンチからの応援等の発声は可能とする。 

⑪作戦タイムは手指消毒・給水時間を考慮し 45 秒とする。 

⑫試合開始時の選手間の握手や審判員との握手、試合後の相手チームベンチへの挨拶は行わない。 

⑬ホイッスルは可能な限り電子ホイッスルを利用する。（ホイッスルカバーを準備できる場合はこ

の限りではない） 

以 上 
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